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屋内空間 ４つの課題と解決法

• 現在位置が把握できない

– 屋内位置推定（無線LAN + 行動センシング）

• 屋内空間構造の表現が統一されていない

– 屋内構造の国際標準化と目的志向ナビ

• 利用者に適切な店舗情報が提供できない

– プロファイルに基づく情報推薦

• 情報の更新・維持コストが高い

– クラウドソーシングによる維持



本研究による解決

• 屋内空間構造 → 3次元地図

– 空間構造の取得方法の検討 → Velobug

• 音声ナビゲーション技術

– 屋内空間地図から，適切な案内音声を自動生

– 国際標準 → OGC へ IndoorGMLの拡張提案

• 屋内位置推定技術

– 行動センシング技術
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屋内空間構造の構築
技術動向と実証内容

• 個別点毎に３次元計測

– 非常に作業コストが高い

• LIDAR (レーザ計測)
– 高機能版（高価）

• 図面からの作成

– 細部において不十分な部分も

• 写真合成 (岩根研究所＋U’s Factory, 行動ラボ)

– LIDARと比較して安価・手軽か

データの更新手法までは検討ができていない



レーザ(LIDAR)計測

• レーザ装置＋カメラで、距離と点の色を取得

• ３次元空間上にプロット



点群データから面の再構成も可能
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3次元モデルの構成（半手動）















本研究で用いる屋内測位手法

• 歩行者デッドレコニング(PDR)
– 内臓センサを利用して歩幅・歩数・移動方向を推定

– 所持方法が固定される研究が多い

– 誤差が累積

• 無線LAN屋内位置測位

– 無線LAN電波の受信強度や到達時間差から位置
を推定

– 既存のインフラを使用する場合は精度が低い





各技術の統合

• 目的指向ナビ → 目的店舗の推薦

• 磁気＋WiFi＋PDR 屋内測位

• 屋内空間構造計測 → 3次元モデル（未）

• ランドマークに基づく音声ナビ

→ 統合実証アプリを構築

測位状況をクラウド上で確認可能に





まとめ

• スマートステーションを実現するための
様々な方策・技術検討を実施

• 屋内空間表現の安価な構築手法を構築

• クラウドソーシングを用いた店舗データ収集

• 屋内測位技術を統合し、
音声ナビゲーションを実環境で実装

• 国際標準(IndoorGML等)へも寄与中


